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＊

　　　Towards 　Fostering 上earner 　Autonomy ：

The　Effectiveness　of 　Diary　Writing　as 　a　MethQd 　of

　　　　Consciousness −Raising　in　Studcnts

Miyuki 　Usuki ＊

1〜eceit ノθ4 八りzノθ〃め θ厂 30，1995

1　 は じ め に

　近年，言語学習にお い て は．学習 者の 視点 に立 っ た学習過程が 重要視 され ， そ れ と共 に ，学

習者の 自律性 に つ い て も注 目され始め て い る 。

　本稿 は，学習者の 自律性向上 へ 向けて の トレーニ ン グ の あ り方 に つ い て 考察を行 い ，言語学

習 日誌が ，学習者の 自律へ の意識化 を図る学習者 トレ
ーニ ン グ として 有効か どうか を検討す

る 。

2　 文献 か らの考察

（1） 効果的な言語学習へ 向 けて の トレーニ ン グ

　 Brookfield （1992） の 定義 に よれ ば， 自律 学習 とは ，学習者が 自分 自身 の 学習 を決定 す る

（つ ま り，計画 し， 実行 し ， 評価す る）こ とを意味す る 。 また，Dickinson （1995）は ，学習者

が 自分 の 学習 に責任 を持 つ とい う自律性を備 える とい うこと は，言語学習 を効果的 に する上 で

重要で ある こ とを主張する 。 こ うしたこ とか ら， 学習者の 自律性向上 に重点を置い た学習者 ト

レ
ーニ ン グ （Learner　Training）が様 々 な方法で 試 み られ て い る 。

　
一

方 ，
こ れ とは別 に

，

［1）学習 ス トラ テ ジーを適切 に
， また積極的 に使用す る こ とが言語学習

をよ り効果的にする とい うこ とも，多 くの 研究者に よ っ て 認め られ て い る こ とで ある 。 しか し

なが ら ， 学生 の 多 くはその 効 果に つ い て 知 らな い し （例 ： Nyikos
， 1990）， 学 習 ス トラテ ジ ー

を適切 に使 っ て い な い （Willing ，1987）。 そ こで ，学習者 に学習 ス トラテ ジ
ーを意識 させ ，効

果的なス トラ テジ ーを直接教授 する こ とに よ り，学習 を促進 させる こ とが で きるで あろ うとい
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う考え方 に基づ い て
，

ス トラ テ ジ ー ・トレ ーニ ン グ （Strategy　Training ）が見 い だ された。視

点の 置 き方 は 多少異なる もの の ，「学習者 トレ
ー

ニ ン グ」 も 「ス トラテ ジ
ー ・トレ

ー
ニ ン グ」

も共 に効果的学習へ 学習者 を導 くこ とを目的と して い る点で は違 い が な い 。

  　 トレーニ ン グ の あ り方へ の 疑問

　従来の トレ
ーニ ン グ の 考え方に対 し ， 批判的考察も見 られ始 め て い る 。 1995年 5 月 14日 ，

静 岡で 開か れた シ ン ポ ジ ウ ム 「学習 者の 自律の た め の ス トラ テ ジー」で は
， 優れた学習者の ス

トラ テ ジ
ーを使用す る こ とが すべ て の 学習者を救 うこ とに なるの か （浜田 ，1995） とい う疑 問

や ， 学習者の 自律を打 ち出 して い な が ら
， 学習者 ト レ ーニ ン グその もの が

， 実は
， 学習者 を一

つ の 型 に押 し込 め ようとす る もの で は な い か （Benson ， 1995） とい う批判が 投げか けられ た 。

　
一

方 ，
Willing （1987，1988） は，各々 の 学習者には学習ス タ イル があ り，

一
旦言語学習 に お

ける特定の感覚や 習慣，好み を習得 して しまっ た学習者が トレ ー
ニ ン グ の 効果を上げる ため に

は
， その 前提 と して ，まず，学習者 自身が 努力 しよ うとす る意志 を持 つ こ とが 必要で ある と述

べ る。

　Shuell （1988） も同様 に，学習者個 々 の 違 い や様 々 な感 情要素 と の 関連 を踏 まえた上 で
， ト

レーニ ン グが な され るべ きで あ り， トレ ーニ ン グ を効果的 にする に は ， 学習者自身の 練習 と努

力が必 要で ある と主張す る 。 更 に，CQhen
，
A ．D ．（1990）や Nyikos （1990）は，学習者 に ス トラ

テ ジーを使 わせ よ うとする こ とその もの よ りも
，

ス トラ テ ジーを使お うとす る意識 を高め る こ

との 方 が重要だ と考 える 。

以上 の 見解か ら考 える と
， 最 も重要な こ とは

， 学習者自身の 自己の 学習 に対す る意識 で あ り，

ト レーニ ン グ はそ の 意識づ け の 意味を持 っ て行われる べ きで ある と思 われ る。

（3） 学習者 ト レ ーニ ン グ及び学習ス トラ テ ジーと して の 学習 日誌 ， そ して そ の 有効 「生

　学習過程 に視点 を置 き， 学習者 の 内面 を探 る こ とを目的 とする と い う意味で
， 最近注 目 され

始 め て い る の が ，学習者自身の 学習 日誌 に よる研究で ある 。

　学習 日誌の 長 所に つ い て
， Matsumoto （1987） は次 の 点 を挙げて い る 。 言語学習 における経

験 をすべ て の 面か ら捉 える こ とが 出来，そ れ は，新 しい 発見 に もつ なが り得る 。 また，自然 な

デ
ー

タが得 られ ， 目に 見え ない 学習者の 隠 された内面 を知る事が出来 る 。 更 に ， 単 に研 究者側

の 調査目的だ けで は な く， 学習 日誌そ の ものが ， 学習者の 自己意識 ，自己評価 ， 自己開発に つ

なが る 要素 を持 っ て い る 。 Oxford も学習 日誌をつ ける こ とが 「それ 自体非常 に有効な学習ス

トラ テ ジ
ー

で あ り，こ の ス トラテ ジ
ー

を使用す る こ とに よ っ て 学習者は，自分 の 使 うス トラ テ

ジ ーの 全貌 を知 る こ と に なる 」 （オ ッ ク ス フ ォ
ー ド

， 1990， 宍戸 ・伴　訳 ，
P177 ） と して 学習

日誌の 有効性を認め て い る 。

3　調査方法

（1） 目的

　　学習 日誌に基づ い た学習者自律へ の 方向づ けが，学習者 トレ
ーニ ン グ として有効か どうか
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を検討する 。

（21 対象

　　語学 を専門 とし， 英語 を選択科 目と して履修 して い る大学
一
年生 27名 。 （男 13名 ・女 14名）

（3） 調査期間

　 　 1995年 4 月〜 7 月の 約 3 か 月間 。

（4） 調査の 手順

（a） 学習者 の 自律へ の 方向づ け

　  コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 能力を身に つ ける こ とが英語学習の 目標で あ る とい うこ とを前提

　　 に授業 を行 い
， 学習者の 英語学習 に対す る概念 の 見直 しを図 る 。

　  毎授 業後の 学習 日誌 の 記録 を定着させ ，学習者が 自ら の 学習 を洞察 し自律性 を意識 し

　　 て い く手掛か りとす る 。

　  学習 日誌の 内容の い くつ か を授業中に取 り上 げ，それ をもとに有効 なス トラテ ジーを

　　使 っ た メ タ学習を勧め る 。

　  授業 に ， 「自律学習」 に関す る内容 をも り込 み ， 自律 の必要性 を強調する 。

　    一  の 方向づ けに よ る 学習者の 意識 の 変化 の 過程を学習 日誌か ら読み取る 。

　※ 学習 日誌は
， 自分の 気持 ち を 自由に 表現 で き る よ うに

，
また

，
あ くま で も自律学習 へ 方

　　向づ ける こ とに焦 点をあて る ため，母国語 で あ る 日本語を用 い た 。

（b） 学習 日誌の 有効性

　　学習 日誌を学習者 トレーニ ン グ として使用 す る こ とが 有効 か どうか を ， ア ン ケ
ー

ト調査

　を もとに検討する 。 （11月に実施）

4　 結果 と考察

（a ） 学習 日誌か らの考察

　  学習 日誌 の 実施

　　　学生一人一人 に，「Journal」 とい うノ ー トを用意 させ ，毎授業の 終わ りに，そ の 日の

　　授 業の 感想， 自分の 言語学習に 対す る気持 ち ， 学習方法や計画，問題点 ， 外 国語 や外国

　　に対す る興味 ・
関心 ， 質問事項など ， 何で も自由に書 い て もら うこ とに した 。 英語学習

　　を中心 に置い たが
， 専 門の 語学 は英語で は な い ため

， 専 門の 言語学習 も含め て 考えて 良

　　 い こ と に し た
。 そ して

， そ れ ぞれ の 学生 の ノ ー
トに，教師側か ら も，感 想や助言 な ど コ

　　メ ン トを与 えて
， 次の 週 に渡 すと い うこ と を実行 した 。教師か らの コ メ ン トは

， 学習者

　　の 学習 へ の 動機づ け を図 り，学習者自身の 学習を自分で 考える 方向づ けを念頭 に 置 い て

　　行 っ た 。

293

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

4 臼　杵 美 由紀

 
一

回 目の 授業

　　
一

回 目の 授業の 後 ， 過去に試み て きた学習方法を聞くと共に
， 授業の 感想 を書か せ た

。

　　ほ とん ど の 学生 は
， 文法練習や 単語の 暗記 ， 英文の 読解や翻訳 を中心 に した 学習 を行

　 っ て きて い た 。 授業後の 感想で は ，実際の コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン に役立て る ための 英語に

　 ポ イ ン トを置 い た授 業内容 ・方法 ・教材 に対 して ，全体 と して ，肯定的 な反応が返 っ て

　 きた 。

学習 日誌の
一

部か ら 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4 月 18日

　　「楽し く時間が 過 ぎた 。 今まで とは全 く違う形だと思 っ た 。 」（Y ．C．）

　　「会話 は今 まで 学校 の 授業で する 機会がなか っ た 。 僕 らは
， 英語 を習得 と い う形 で 勉

　　強 して こ なか っ た 。 」 （Y ．C．）

　　「自分 で 英語で 話 し て み る の は 初め て だ っ た の で
，

とて も新鮮 で 楽 し く学ぶ こ とが で

　　 きた。」 （M ，N ．）

　　「高校 の 時の 授業 と違 い
， 自分達が 話す機会が 多か っ た と思 う。 」 （Y ．H ．）

　　「6 年間英語 を して きて，会話 も出来 ない の が 悲 しか っ た。今 まで は ， 先生 に言われ

　　たや り方をその 通 りや り， 受け身だ っ た の で ，受験 に解放 され た今は ，本当に 自分の

　　ために 使 える英語をや りた い 。 」 （M ，Y．）

　　「今 日の 授業 を受け て ， 私 の 英語の 授業に対す る考えは 180度変 わ っ た。今 まで 受け

　　て きた授業 の どれ よ りも実用的で あ り， 有効 な気がする 。 今 まで は すべ て 受 け身だ っ

　　た が ， 今日 は 違 っ た 。 」（Y ．M ．）

  学習 日誌の 定着

　　次第に ， 教師の 方か ら強制 しな くて も，授業の 終 わ りに は 学生 自身が 進ん で 学習 日誌

　 を提出する よ うに な っ た 。 教師側 か らの
一

方的な授業の 押 し付け で は な く， 学生 自身が

　 自分の 感情や 意見 を伝 えて ， 自分達 の授業 を作 っ て い きた い と い う気持 ちの 現れが察せ

　 られ る 。 学生
一

人
一

人 が ， 自分 の 存在感 を訴え ， 自分 自身を表す場 を求め て い る事を感

　 じさせ る 。

　　初めの こ ろは
，

コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に視点 を置 い た英語 の 学習 に漠然 と した興味 を示

　す程度で あ っ た が ，次第に，ク ラ ス の 大半が，英語 をコ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 手段と して

　 使 える よ うに なる こ とを学習 目標 と して 意識す る よ うに な っ て きた 。 中で も，27名中

　 15名は ，は っ きりした 目標 を持 っ て い る こ とや ，独自の 学習ス トラテ ジーを持 っ て学

　 習 に 取 り組 ん で い た りして い る こ とを 日誌 に記述 し て い る 。 以下 はそ の 中の
一

部 で あ

　 る 。

〔目　標〕

　 「努力 して ， 英語 の 2級を取 りた い
。 」（N ．Y ．，5 月 23日）

　 「ニ ュ
ース も映画 も字幕な しで 理解で きる よ うに な りた い

。 」 （S．　M ．
，
5 月 23 日）

〔独 自の 学習ス トラテ ジー
〕

　 「英語 の 本で
， 単語 を少 しず つ 覚 えて い こ う と思 う。 」 （K ，H ．，5 月 16日）
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「日常の 生活で ，い つ も友達と外国語を使っ て話す ように して い る 。 」（M ．H ．，7 月 11日）

「CNN の ニ ュ
ース で ヒ ア リ ン グ の 勉強 をして い る 。 」（Y ．M ．，7 月 11日）

「家へ 戻 っ て か ら テ ープ を聴 き， 少 しで も英語 に慣 れ る よ うがん ば りた い 。 」 （Y ．H ．，5

月 2 日）

「ア メ リ カ の ある小説家の フ ァ ン ・クラ ブに入 ろ うと思 う。 自分の 好 きな こ とで 英語

に触れ られ る良 い 機会だ と思 う。 」（M ．Y ．， 7 月 Il日）

　こ れ とは別 に
， 中に は何 を した らよ い か わ か らない とい う戸 惑 い をみ せ る 学生 もい る 。

しか し
， 少な くとも，自分で 何か を始 めな け れ ばな らな い とい う自覚を持 っ て い る こ と

は
， 大半の 日誌か ら読み 取れる 。

  メ タ学習の 勧め

　　 4 月か ら 7 月まで の 期 間中，何人か の 学生 の 学習 日誌を も と に ，ク ラ ス 全 体 に ，言語

　学習 を支 える間接 ス トラテ ジー （オ ッ ク ス フ ォ
ー ド， 1990） を強調 したメ タ学習 を勧 め

　た 。 目標を持ち ， 計画 を立 て ，実行 に移 し，評価する と い うメ タ認知ス トラ テ ジーの 有

　効性の ほ か ， コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に 重要な働 きをす る 補償 ス トラ テ ジ ー
， そ して ， 自分

　の 感情 をコ ン トロ ール す る 上 で 必 要 な情意 ス トラテ ジ
ーを教 師は念頭 に置 きなが ら，学

　習者には分か りやす い 言葉 を用 い て 説明 した 。

　　 こ の メ タ学習の 勧め が ，即 日効果 をもた ら して 学習者の 学 習過程 を変 え る とは考 えに

　 くい が ，学習 日誌 に は肯定的 な反応 も返 っ て きた 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6 月 27 日

「今まで は ， 外国人 に話 し掛 ける の も恥 をか きた くな い と考 えて い た が ，今は 間違 え

て もい い か ら話そ うとい う気持 ちに な っ た 。 」 （K ．H ，）

「実際は
， や る 気 を続 ける こ とは難 しい もの だが ， 今 日の 授 業で 少 しはが ん ば れ そ う

に思 っ た 。 」（N ，M ．）

  自律性の 強調

　　学期の 最後の 授業で は，自己の 学習 に対す る 自律性 を強調 した講義 を取 り入れた 。

　　言語を習得する ため には ， 学習者自身が 自分の 学習 に責任 を持つ 事が重要で あ り，授

　業は 自己の 学習に ヒ ン トを与 え得 る もの だ とい うこ と を話 した 。

　　過去の 学習経験 に お い て は 「教師が授業 を し，学生 が 聞 く，教師が何 をすべ きか を指

　示 し，学生 はそ れ に 応 じる」 とい っ た受け身的 な学習 に慣 れ て きた学生達 に と っ て
，

こ

　 の 自律学習 の 話に は反応 が大 きか っ た。

　　授業の 中で 直接 的に取 り入 れ られ た 自律 学習へ の 意識づ けには
， 本来の 授業時間に お

　ける わずか な時間が 裂か れ た に過 ぎなか っ た もの の ，学習者 に とっ て は，学習その もの

　を別の 角度か ら見直す ヒ ン トとして ，新鮮 に受 け止め られ た こ とが，多 くの 学習日誌か

　らうか が えた 。 実際に学習者に よ っ て 実行 に移 され るか ど うか は別 と して も ， 学習者の

　学習に対す る意識に は少なか らず影響を与 えた と言 える 。
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学習日誌の
一

部か ら ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7 月 11日

　　「や っ ぱ り， 後悔 しない ようにや ろ うと先生 の 話 を聞い て思 っ た 。 自分 は 自分の勉強

　　方 法で や っ て い こ うと思 っ た 。 」 （K ，M ．）

　　「ある物事を考える時に い ろ い ろ な角度か ら見る こ とが で きる よ うにな っ た気が しま

　　す 。」（Y ．M ．）

（b） 学習 日誌 の 有効性

　　学習者 自身が 自己の 学習 を振 り返 っ て 書 く学習 日誌 は
， 自己洞察 （self −moni しoring ）や

　自己評価 （self−evaluation ）に役立 っ て い る と言 える 。　Bailey （1981）も言語 日記 を書 い て

　い る 過程で
， 学習者が 変化 して い く可 能性 が ある こ とを指摘 して い る 。 更 に

，
Bailey は

，

　学習者が他者 との比較に よ っ て持つ 不安感や，公共の 場で まちが い を犯すこ とへ の 恐れ を

　 い だ い て い る こ とを学習者 の 日誌か ら知 る こ とがで きた と報告 して い る 。

　　本稿の 対象 とな っ た こ の ク ラ ス にお い て も，（紙面 の 関係
’
で 紹介 で きな い が ）英語 を使

　 っ た会話練習 に対す る期待 ， 楽 しさ， しか し， それ と同時 に持 つ 自分 の 能力 に対する不 安，

　英語 を使うこ とへ の緊張感 ， ため ら い ，恥ずか しさ ， 歯が ゆ さな ど ， 様 々 な感情の 複雑 な

　絡み 合 い が多 くの 学習 日誌 か ら読み取 れ た 。 また
， 授業の 感想や 要望の み に と どまらず ，

　 そ の 授業で 扱 っ た 聴解問題 や会話練習に対す る 自己 の 出来ばえ を評価 した り， 日常生活を

　振 り返 っ て 学習 へ の 心構えを新た に する な ど の 記述 も多 く見 られ た 。

　　 次の 表 は，実際 に学習 日誌記述 に 関 して ，学習者が ど う感 じ て い るか
， また

， 学習者 の

　 自律性の向上が 見 られ たか どうか を自由記述形式で ア ン ケ
ー

ト調査 した もの で ある 。

〔表 1〕学習者 の 学習 日誌記述 に つ い て の 感想 ・学習日誌の 有効性 に つ い ての 意見 （1t月調査）

  　 日誌を記述す る こ とに つ い て ど う思 うか 27名中

肯定的 22名 （81．5％） 否定的　1 名 （37％ ） 特 に な し　4 名 （14．8％）

良 い と思 う め ん ど くさい

先生 との コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ンが で きる

自分 を見つ め 直す こ とが で きる

自分の 向上 にな る

定期的 に文章を書 く習慣がで きる

い ろ い ろ 書けて お もしろい

〔b） 日誌は外国語学習を考える上 で役に立 つ か

はい 　15名 （55．6％） い い え　 8名 （29．6％〉 わからない 　 4 名 （14．8％）

はい と答えた理 由

や る 気が 出 る

目標が は っ きりす る

自分の 励み に な る

自分を客観的に 見 る こ とが で きる

勉強方法や 勉強 に対する 心構えがで きる

外国語 に 対 して 意識が 離れ な くて 済む

新 しい 考え方が 発見で きる

学習方法など助言が役立つ

外国語 につ い て の 知識が増 える
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〔表 2 〕自律性 へ の意識 ：他の英語 ク ラ ス との比較 （11月調査）

X ク ラ ス 　　　：本稿の 対象 と な っ た英語 ク ラ ス

Y ，Z，W ク ラ ス ：比較対照 の ための 必修英語ク ラ ス

　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位 ：％）

X ク ラ ス

（27名）

Y ク ラ ス

（37名）

Z ク ラ ス

（37名）

W ク ラ ス

（44名）

Y ，Z ，W ク ラ ス

（II8名）平均値

〔1）
授 業 外 に 心 が け て い

る自主学習があるか

あ る　 70．4
ない 　 29．6

59．540
．5

40．559
．5

38，66L4 46．253
，8

（2）

外国語 の 上 達 の た め

に，自分 で どう した ら

よい か ， 何 を したらよ

い か 考 えて い るか

5　 　 14．8
4　　 70．4
3　　 3．7
2　 　 7．4
1　　 0．0

13545
．92
，727
．OlO
．8

5．435
．1i6235

，18
．1

11．422713

，650
．D23

10，134
．610
，837
．47
，1

※ 5 い つ も考えて い る　 4 た まに 考える　 3 わ か らない 　 2 あまり考えない 　 1 全然考えない

　表 1 に見 られ る よ うに
， 日誌記述 を肯定的 に と らえて い る 者が ク ラ ス の 80％ 以上 に 達

し ， 日誌を自律性向上 に導 く方法と して 自覚 して い る者 も半数を超えた 。

　表 2 の 結果で は
， 何 らか の 形 で

， 授 業外 に 自主学 習 を心が けて い る 者 が 70％ 以上で
，

自律へ の 働 きか けが行わ れ なか っ た 他の 3 ク ラス と 比 べ
， 大 きな差が 出 た 。

　表 1 ・2 の 結果か ら，学習者に よ っ て 意識 の 差はある もの の
， 学習 日 誌 に よ る 自律へ の

働 きか けは有効で あ っ た と考 え られ る 。 しか し， 自分の 外国語学習 を考えて い く手段 と し

て の 日誌 の 有効性 を否定する者 も 8 名 い た点は， 日誌の 学習 者 トレ ー
ニ ン グ として の 有効

性 に 問題 を残す ところで ある 。

5　今後の 課 題

　学習 日誌 を学習者 トレーニ ン グ の
一

貫 と して 使用す る こ とに問題 が な い 訳 で は な い 。 まず，

や は り大きな問題 は，時間が か か る とい うこ とで あ る。一
人

一
人 の 学習 日誌 に教 師が コ メ ン ト

を して 対応 して い く場合 ， 人数の 多い ク ラ ス で は
， その 対応 が難 しくなる。第二 に，対象とな

っ た英語 ク ラ ス で は ，学習者 と教師共 通 の 母国語 であ る 日本語で のや り取 りが 可能 で あ っ たが ．

学習者が 自分 の 母国語 を使用で きな い 場合 （例 え ば
， 学習の 対象 とな っ て い る 言語 以外 に 共通

の 媒介語が無 い 場合）， 特に ， 学習者の対象言語 （target　language）の レ ベ ルが 低い 場合に は，

学習者 と教師 と の 直接 的な学習 日誌 に よる伝達は難 しい
。 第 三 に

， 確か に 学習 日誌 の 記述 は
，

学習 者の 自己洞察の 役割を担 い
， 自律学習 へ の 意識づ け ・意欲づ けに つ なが る と して も ， 実際

に 学習者に よ っ て 自律学習が即 ，実行出 来 るよ うに な るか ど うか は疑問で ある 。 第四 に
， 学習

意欲 に欠 け ， 学習 自体 に 意義 を見 い だせ ない 学習者に と っ て ，学習 日誌が どの 程度意味を持つ

か とい う疑問で ある 。 今回，対 象 とな っ た英語 ク ラ ス に お い て ，実際 に教 師の働 きか けが
， 繰

り返 しな されたに もかかわ らず ， 数人の 学習者 はそ の場の 表面的な事柄 を義務的 に書 くに と ど

ま り， 学習 日誌の 記録 が
， 自己の 内面 を掘 り下げて 洞察す る機会 とはな らなか っ た 。 第五 に，

学習 日誌の記録 も学習 ス トラ テ ジ
ー

の
一

つ で あ り，こ の ス トラテ ジ
ー

自体が 学習者の 学習ス タ

イル にそ ぐわ ない 場合 （つ まり， 学 習者が学習 日誌を書 くとい うス トラテ ジーを好 まな い 場合）

に は，日誌に よる 自律学習 の 意識づ け以前 に，こ の 学習 ス トラテ ジ ーその もの を学習者側が受
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け入 れ る よ うに なる か どうかが難 しい と こ ろ で ある 。 最後に
， 研 究者が 学習者の 日誌 をど う結

果づ けて ，処理 し，判断するか は問題が 残る とこ ろ で ある 。

6　 お わ りに

　教室の 授業の 時間は ， 学習者が学習の 場 を得る機会の 一
部で あ るに過 ぎな い

。 そ して ， 授業

は
， 学習者 に 学習 の ヒ ン トを与え得 る場 で あ るに過 ぎな い

。 学習 は，教 師側 の 視点 に 立 っ た学

習結果 よ りも， 学習者側の 視点に立 っ た 学習過程を よ り重視する必要が あるの で は な い か 。 教

師が ，
ど う教 えるか （ど う教材 を提示 し，

どう時 間を使 い
，

ど う授 業 を コ ン トロ ール す るか ）

よ りも， 学習者が 自分の 学習 をど う捉え ， 学習過程 に お い て
， 授業外の 学習に つ なが る 自律性

をど う身に つ けて い くか が よ り大切 な の で は な い だろ うか 。

　本稿で は ， 学習 日誌が，学習者に 自己洞察や 自己評価 をうながす機会 とな り得る こ とか ら，

学習者の 自律 を意識化 させ る ため の 学習者 トレ
ー

ニ ン グ と して 有効で ある とい う結論 を得た 。

　学習 日誌 は
， 学習者が 自己反省 ・評価 を行 う事に よ っ て

， 自分 自身を み つ め
， 改善 を図 る手

掛か りに なる ばか りで な く，日誌を使 っ て教師が 学生 を受け入れ る姿勢を示 し，個 々 に 自律学

習へ の 意識 づ けを続ける こ とは
， 学習者の 学習態度や意欲 向上 に もつ なが っ て い くか もしれ な

い o

　 C2＞学習 日誌の 有効 性を考 えた場合，それ は学習者 に と っ て 有効 で ある ばか りで は ない
。 日誌

に よ っ て
， 言語学習者の 内面 を知 る こ とは

， 実際 に 学習者を教 える 立 場 に ある 教師側 に大 きな

影響 を与え，よ り効果的な言語教育の 実践 に もつ なが る と言える の で はない か。

　授 業だ けで は ，なか なか 学生
一

人
一

人 を把握する の は難 しい
。 しか し，学習 日誌 に よ っ て ，

学生 と一対一の コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 場 を持 つ 事が可 能 となる 。 しか も， 授業 だけで は話せ な

い 部 分に つ い て も話題 を広 げる事が で きる 。 そ して，学生 と教師との 関係に もプ ラ ス の 役割を

果たすだ けで は な く，更に は
， 間接的 に ク ラ ス の 雰囲気作 りに も役立 っ て い くの で は ない だ ろ

うか 。

　また
， 学生 側 か ら即，フ ィ

ー ド ・バ ッ クが ある とい うこ とは ，教師の 授業改善に もつ なが る。

授業後 ， 直 ちに 学生 か らの 授業 に対す る評価 を受ける と い うこ とが，学習活動の 工 夫や学習者

の要望の 反映 な ど，学習者側 に視点を置 い た授業の 実施を教師に意識 づ ける こ とに もつ なが る

と思 われ る 。 そ うい っ た意味で
， 学習 日誌 は，教師側 に と っ て 学習者中心 の授業 を考 える上 で

の
一

つ の 方策で ある と言える 。
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註

（1） 言 語学習 ス トラ テ ジー
の 定 義 づ けは，研 究者 に よ っ て様 々 で ，文 献 に よ り異 な っ た と らえ方 が な され て い る。

　しか し，そ れ らの 文 献 を照 ら し合わ せ て み る と，．学習 ス トラ テ ジー
の 基本的な性格 に つ い て 指摘する こ と は可

　能 で ある と思 わ れ る 。 そ の 基本的な性格 と は以下 の 通 りで ある 、 まず第
一

に ，学習ス トラ テ ジーは，情報 の 習

　得 （acquisition ），記憶 （storage ），検索 （retrieval ） を促 進 す るた め に学習 者 に よ っ て 使 われ る もの で あ る。第

　二 に ，問題 解決の ため に，意識 的 また は直接 的 な意 図 に よ っ て使わ れ る もの で あ る。（た だ し，そ の 意識 の 度

　合 い は 学習者 に よ っ て 様 々 で あ り，意識 せ ず に 自動 的 に使用 さ れ る こ と も可 能で ある 。）第 三 に
， 学 習 ス ト ラ

　テ ジー
に よっ て は ，外部か らの 観察が 可能なもの とそうで ない もの とが あ る。第四に ，学習 ス トラ テ ジーは，

　学習者 が 学習で きる もの で あり，また 学習過程 に お い て 変化す る もの で あ る 。

（2） 本稿の 主 旨で あ る学 習 者 の 学 習 とい う点 か ら外 れ るが ，教 師 の 自己研 修 と して 重 要 な ポ イ ン トで あ る の で 記

　 述 した。
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